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１．はじめに
福祉における専門職の質と量の確保が求めら
れる中で、今まで以上に養成校への大きな期待
が課せられている。社会福祉士の養成において
は、大きな変化として、新しいカリキュラムの
導入が挙げられる。社会福祉士として、福祉の
実践現場のみならず、地域社会全体を対象とし
たより高度な専門職としての位置づけがなされ
ている。
質の高い福祉専門職の養成において、現場実
習の意義は新カリキュラム上でも非常に重要な
ものとなっている。従来の実習内容で特に高齢
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Abstract
In this paper, I investigate the student who is going to have training for becoming a social 
worker, and it verified about the motivation.It was found through this research that it was impor-
tant preparations for social work practice that mentally and physically was obtained, and volun-
teer experience was gained, it was adapted for the university life, human relations were also kept 
good.　Research showed that students who face the uneasiness about social work practice and dis-
solve it need the support depending on the stage of their motivation.
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要　旨
本稿では、社会福祉士になるための実習に行く予定の学生に質問紙調査を実施し、その動機づけにつ
いて検証を行った。そこでは、ボランティア経験を積み、大学生活に適応し、人間関係も良好に保ち、
精神的にも身体的にも安定した状態で実習への準備をすることが重要であるという示唆を得た。実習を
前にした学生においては、実習前の不安に向き合い、それを解消するために何をすべきなのか、また、
実習に向けての動機づけを維持もしくは高めるためには何が必要であるのかを本人が自覚し、主体的に
実習に取り組めるような場の必要性が示唆された。
キーワード
動機付け、福祉実習、支援
研究ノート 
者等の施設において行いがちであった介護など
の実践ではなく、「相談援助実習」という名称の
もと、相談業務ということに主に焦点が当てら
れている。それは、いかに利用者の生活を総合
的に支援していくかということにつながってお
り、利用者のニーズを顕在化・潜在化に関わら
ず拾い上げ、つまり、いかにアセスメントし、
支援の計画を立てて実践し、さらに評価してい
くのかといった一連の流れが実習の基盤となっ
ている。
また、なんらかの問題を抱えていても援助を
自ら求めることのない人々に専門職側が出向い
て援助をするといったアウトリーチの力量形成
も大きな課題の一つとして挙げられている。さ
らには地域全体の福祉をどうしていくかといっ
たマクロ的な視点の強化もさらに実習における
重要命題となりつつある。また、社会福祉士と
して、地域のみならず施設や機関全体のマネジ
メント、つまり運営や評価をする機能も社会福
祉士として身に付けるべき事項であることか
ら、実習中での学びが必要になってくる。
こういったカリキュラムや実習内容の変化
は、社会福祉士として、より高いレベルでの実
践力の滋養が福祉専門職として求められている
ことを示唆している。
しかしながら、充実した実習となるには、ま
ずは何より学生自身の主体的な学びが不可欠と
なる。
変革の中にある現在の社会福祉士の養成であ
るが、「実習」を通して、その養成の現状を考
えていくこととする。本稿では、まず研究とし
ての積み重ねについて確認するために、先行研
究を概観してみることとする。Cinii で「社会
福祉士　実習」で検索したところ９８件の論文が
確認された（２０１１年１１月検索）。他にも、今回の
テーマとして取り上げる「動機づけ」に着目し、
「実習　動機づけ」で検索したところ７７件の論文
が確認された（２０１１年１１月検索）。さらに福祉分
野の研究に絞るため、「実習　動機づけ　福祉」
で検索したところ７件の論文があった。
実習や動機付けに関する研究については、保
育や教育分野、そして看護の分野での研究が盛
んに行われてきた。特に看護の場合、実習にお
ける学生の記録や実際の場面などからの分析が
目立った。実習受け入れ先との連携による研究
もみられた。福祉における実習の論文は増えて
きているが、実習に関する研究において、対象
として学生、すなわち実習生に関するものが多
くを占めている。伊藤（２００７）は、介護福祉士
養成のための実習における学生のリアリティ
ショックについて、利用者や職員とのかかわり
の中での学生のショックについて分析してい
る。また、そのリアリティショックについて学
生が自ら考察することによって動機付けを高め
る可能性があることも示唆している。
社会福祉士の養成に目を向けると、川島ら
（２００７）は、児童福祉施設で実習した５名の学生
の実習に対するモチベーションの変動やその要
因について学生の記録から分析している。潮谷
（２００８）は、学生自身が、実習後のグループディ
スカッションを通して学生が自身の課題を明確
化し、気づきを得ることの効果について触れて
いる。飛永ら（２００７）は、実習教育における個
別指導の小集団化の取り組みについて、意欲の
向上などにつながることを検証している。この
ほか、見学実習などの事前指導の実践、実習中
における巡回のあり方などを研究しているもの
もみられる。
また、カリキュラム改編後の実習、すなわち
相談援助実習においては、現在、以下の事項が
課題として、抽出できる。
一つ目が、「養成校教員からの施設や機関の
実習指導者への積極的・継続的な連携」である。
今回のカリキュラム改編では、“連携”が大きな
キーワードとなっている。養成校と実習受け入
れ先との密な連携が不可欠である。実習プログ
ラムの作成、実習後の巡回での指導、帰校日に
おける指導などそれぞれの役割を果たしつつ、
一緒に専門職を育てるというやりとりが求めら
れている。
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二つ目として、「職域拡大による多様な人材
育成をめざし、さまざまな分野で実践できる力
をつけられるような実習のあり方」が問われて
いる。そこで一つの例として挙げるとすれば、
児童分野での保育のみに偏らない実習プログラ
ム構築である。
三つ目が、「教育のための利用者情報の開示
のあり方」である。個人情報の問題から、利用
者の情報を実習生にみせないことが目立ち、本
来の実習が行えていない場合もみられる。
まずは新カリキュラムに基づく実習内容の整
備に向けて、養成校および養成校の実習指導担
当教員、実習生、施設・機関の実習指導者の三
者間での連携が大きな鍵であることがわかる。
また、社会福祉士の実習内容についての見直し
がなされ、より高いレベルでの専門性の研鑽が
実習の中で実践されつつあるように思われる。
筆者（２００８）の以前の研究では、福祉を学ぶ
ことへのやりがいと将来福祉職に就く意向につ
いて、今後の福祉現場実習などを経て、学生の
中でどういった変化がみられるのか見守ると共
に、いかに学生の福祉へのモチベーションをあ
げるかが大きな課題であることを明らかにし
た。
よって、本研究では、新カリキュラムの下、
これから社会福祉士になるための実習に行くこ
とを予定している学生を対象とし、実習の成否
を左右する重要な要素となる学生の動機づけに
ついて理解すると共に、どのような支援が具体
的に必要であるかを探ることとする。なお、本
研究における「動機づけ（モチベーション）」
については、福祉を学ぶことのきっかけや福祉
をまなぶことのやりがい、福祉職へ就く意向な
どからみていくことにする。
２．アンケートに見るＡ大学の学生の社会福祉
士実習前の現状
　研究方法と対象
実習に向けての意識と現状を探るため、社会
福祉士養成のための実習に行くことを希望して
いるＡ大学２年生に対して、２０１１年１月に質問
紙調査を行った。回収したのは、欠席などで配
布できなかった数名を除いた４５名である。
調査は以下の項目からなる。
①　大学での学習
「現在、学習面はうまくいっていると感じま
すか」など、大学での学びに関する質問項目に
ついて「よく感じる」「時々感じる」「あまり感
じない」「全く感じない」の４件法でたずねて
いる。
　
②　自分自身や人との付き合い方
「現在、人間関係はうまくいっていると感じ
ますか」「情緒面での安定度についての自信は
どの程度ありますか」などの自分自身に関する
設問や人とのかかわりに関する設問について、
「①大学での学習」と同様、４　 件法でたずねてい
る。
　
③　大学生活
「現在、生活全般はうまくいっていると感じ
ますか」「憂うつで気分の落ち込みを感じます
か」などの大学生活に関する設問について「①
大学での学習」と同様、４　 件法でたずねている。
　
　④　福祉に関する動機づけと就職に関する意
向
「福祉を学ぶことになった最も大きな要因」
「福祉を学ぶことへのやりがい」「福祉職への就
職意向」「就職で最も重視したいこと」等の項
目を充てている。
　
⑤　実習に関する項目
「実習予定分野」「実習に向けての不安」「実
習に向けての期待」などの項目についてきいて
いる。
　
⑥　その他
性別、住まい、通学時間などのフェイス項目
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や、「サークルや部活への参加」、「アルバイトの
有・無」、「ボランティア活動」について質問を
している。
　結　果
①　基本属性
本研究では、女性２４名、男性１９名、不明１名
の４４名を分析に用いた。対象者の住まいは、自
宅生２１人、一人暮らし１７名、下宿等６名となっ
ている。部活やサークルに参加しているのは２６
名で、約６割が参加していることになる。ま
た、アルバイトをしているのは、３１人と７０％を
超えている。この他、今なんらかのボランティ
ア活動をしているのは１４人と、全体の３分の１
弱となっている。
表１の「福祉を学ぶきっかけとなった最も大
きな要因は何か」との問いに、最も多かったの
が「福祉や介護に興味があった」（３８.６％）、次
に「やりがいがありそうだった」（２２.７％）、「資
格が取れる」（１３.６％）となっていた。
 
　表２の「福祉を学ぶことにやりがいを感じて
いるかどうか」については、「非常に感じてい
る」「まあ感じている」が約８割、「あまり感じ
ていない」「まったく感じていない」が約２割
となっている。
表３の「今後福祉の仕事に就きたいかどうか」
については、「非常にそうしたい」「まあそうし
表１　福祉を学ぶきっかけとなった最も大きな要因
％人数回答選択肢
３８.６％１７「福祉や介護に興味があった」
２２.７％１０「やりがいがありそうだった」
１１.４％５「親や先生にすすめられた」
２.３％１「祖父母への介護の経験」
１３.６％６「資格が取れる」
２.３％１「他にしたいことがなかった」
９.１％４「その他」
１００.０％４４計
たい」が合わせて約８割、「あまりそうしたくな
い」や「その他」として「わからない」といっ
た意見も約２割みられた。
 
 
　表４の「就職する際、最も重視したいことは
何 か」に つ い て は、「人 間 関 係 が よ い 職 場」
（３８.６％）、「自 分 の 才 能 が い か せ る 職 場」
（３４.２％）、「収入が多い職場」（１５.９％）となっ
ている。
 
②　実習に関する基本項目
表５にあるように、社会福祉士実習の配属予
表２　福祉を学ぶことについてのやりがい
％人数回答選択肢
１５.９％７「非常に感じている」
６３.６％２８「まあ感じている」
１３.７％６「あまり感じていない」
６.８％３「全く感じていない」
１００.０％４４計
表３　福祉職への就職意向
％人数回答選択肢
３８.６％１７「非常にそうしたい」
４１.０％１８「まあそうしたい」
１３.６％６「あまりそうしたくない」
６.８％３「その他」
１００.０％４４計
表４　就職する際に最も重視したいこと
％人数回答選択肢
１５.９％７「収入が多い職場」
３８.６％１７「人間関係がよい職場」
３４.２％１５「自分の才能がいかせる職場」
２.３％１「実家に近い職場」
４.５％２「特に重視しているものはない」
４.５％２「その他」
１００.０％４４計
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定分野は、「高齢者福祉」（２７.５％）が最も多く、
「地域福祉分野（社協等）」（２５.０％）と「児童福
祉分野」（２５.０％）がそれに僅差で続き、「障害
者福祉分野」（１７.５％）、「病院（医療）」（５.０％）
の順になっている。
 
表６の「実習にあたって最も不安に思うこと」
については、「自分の福祉に関する知識や技術」
（５０％）と半数を占め、「利用者とのコミュニ
ケーション」（２２.５％）、「職員とのコミュニケー
ション」（１２.５％）が後に続いている。
 
表７の「実習にあたって最も期待すること」
については、「自分の福祉に関する知識や技術
の確認ができること」（６０％）で最も多く、以下、
「利用者とのコミュニケーション」（３０.０％）、
「その他」（７.５％）、「職員とのコミュニケーショ
ン」（２.５％）と続いている。
　
表５　実習予定分野
％人数回答選択肢
２５.０％１０「地域福祉分野（社協等）」
２５.０％１０「児童福祉分野」
１７.５％７「障害者福祉分野」」
２７.５％１１「高齢者福祉分野」
５.０％２「病院」
１００.０％４０計
表６　実習への不安
％人数回答選択肢
５０.０％２０「自分の福祉に関する知識や技術」
２２.５％９「利用者とのコミュニケーション」
１２.５％５「職員とのコミュニケーション」
５.０％２「自分の生活に関すること（遅刻や睡眠等）
５.０％２「交通手段」
５.０％２「その他」
１００.０％４０計
③　大学生活の状況
表８にあるように、大学生活の状況を表す
「学習面」「人間関係面」「生活面」の平均値を
比較してみると、人間関係面は比較的、他の要
素と比べて、低くはなっていない。学習面の平
均値が少し高いようにみえる。
 
　④　「福祉を学ぶことのやりがい」に関する分
析
「福祉を学ぶことのやりがい」と各項目につい
ての関連を探るため、相関係数を求め、表９に
記した。
「福祉職への就職意向」（r＝０.７７８、p＜０.０１）で
は正の強い相関がみられた。また、「自己尊重」
（r＝０.５９０、p＜０.０１）、「生活面」（r＝０.５４１、p＜
０.０１）、「規則正しい生活」（r＝０.５２７、p＜０.０１）、
「人間関係面」（r＝０.５０２、p＜０.０１）、「ボラン
ティア」（r＝０.４９７、p＜０.０１）、「情緒面での安
定」（r＝０.４９７、p＜０.０１）、「学習面」（r＝０.４４４、
p＜０.０１）、「健康への自信」（r＝０.４４９、p＜０.０１）、
「実習への期待」（r＝０.４５２、p＜０.０１）、では正
の相関が示された。
　
⑤　「福祉職に就く意向」に関する分析
「福祉職に就く意向」と各項目についての関連
を探るため、相関係数を求め、表１０に記した。
表８　主要項目平均値及び標準偏差
学習面…………２.８４（０.６８）
人間関係面……２.０２（０.７９）
生活面…………２.３６（０.８６）
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表７　実習への期待
％人数回答選択肢
６０.０％２４「自分の福祉に関する知識や技術の確認ができること」
３０.０％１２「利用者とのコミュニケーション」
２.５％１「職員とのコミュニケーション」
７.５％３「その他」
１００.０％４０計
「福祉職に就く意向」に関して、前述の「福
祉を学ぶことのやりがい」以外でみると、「実習
への期待」（r＝０.５５３、p＜０.０１）、「学習面」（r
＝０.５０５、p＜０.０１）、「ボランティア」（r＝０.４６４、
p＜０.０１）、「自己尊重」（r＝０.４６５、p＜０.０１）、「規
則正しい生活」（r＝０.４６３、p＜０.０１）、「生活面」
（r＝０.４４５、p＜０.０１）、で正の相関が示唆され
た。
　考　察
今回の調査結果で得られた結果と２００８年に
行った実習前の学生に対する同じ項目を用いた
調査での結果を、調査対象者が異なるため単純
な比較は難しいということはあるが、今回の調
査対象者の特徴を掴むために比較しながら、考
察をしていくことにする。
「福祉を学ぶきっかけとなった最も大きな要
因は何か」との問いに、「福祉や介護に興味が
あった」（３８.６％）、次に「やりがいがありそう
だった」（２２.７％）、「資格が取れる」（１３.６％）
となっていた。以前の調査（２００８年）のときに
みられた「親や高校の先生からの勧め」という
ことではなく、自発的に興味を持って福祉の道
を自ら選択してきた学生が多いという印象を
持った。
また、「福祉を学ぶことにやりがいを感じて
いるかどうか」については、「非常に感じてい
る」「まあ感じている」が約８割、「あまり感じ
ていない」「まったく感じていない」が約２割
となっている。これについて以前調査した時
は、前者で約６割強だったことを考えると、現
状に肯定的な学生が多いのではと感じた。
「今後福祉の仕事に就きたいかどうか」につい
ては、「非常にそうしたい」「まあそうしたい」
が合わせて約８割、「あまりそうしたくない」や
「その他」として「わからない」といった意見
も約２割みられた。これも前回の調査で後者の
層が約３割居たことを考えると、福祉への学び
が就職に直結して捉えている傾向にあるのでは
ないかと考える。
「就職する際、最も重視したいことは何か」に
ついては、「人間関係がよい職場」（３８.６％）、「自
分の才能がいかせる職場」（３４.２％）、「収入が多
い職場」（１５.９％）となっている。これについて
は、前回の調査での順位と変化は見られない。
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表９　相関係数（福祉を学ぶことのやりがい関連）
福祉を学ぶやりがい
　０.３０７*部活・サークル
　０.４９７**ボランティア
　０.４４４**学習面
　０.３５４*ゼミの集まりへの参加
　０.５９０**自己尊重
　０.４４９**健康への自信
　０.４９７**情緒面での安定
　０.３０６*リーダーシップ
　０.５０２**人間関係面
　０.５２７**規則正しい生活
－０.３８７**憂うつ
　０.３７５*新聞やニュース
　０.５４１**生活面
　０.３９０**福祉の学びきっかけ
　０.７７８**福祉職就職意向
　０.３５８*実習への不安
　０.４５２**実習への期待
*p＜０.０５　　**p＜０.０１
表１０　相関係数（福祉職に就く意向関連）
福祉職に就く意向
　０.３１６*部活・サークル
　０.４６４**ボランティア
　０.５０５**学習面
　０.４６５**自己尊重
　０.３７５*健康への自信
　０.３３８*情緒面での安定
　０.４６３**規則正しい生活
　０.３３７*スケジュール管理
－０.３０８*憂うつ
　０.４０３**新聞やニュース
　０.４４５**生活面
　０.３５８*福祉の学びきっかけ
　０.７７８**福祉の学ぶやりがい
　０.３１６*就職で重視すること
　０.４０１*実習への不安
　０.５５３**実習への期待
*p＜０.０５　　**p＜０.０１
実習に行くにあたって最も不安に思うことと
して、「自分の福祉に関する知識や技術」・「利用
者とのコミュニケーション」・「職員とのコミュ
ニケーション」を挙げている学生が大半であっ
た。また、実習に行くにあたって最も期待して
いることとして、前述の不安として挙げられた
項目について、逆に自らの確認ができるとし
て、楽しみにしている声も多かった。自由記述
の中では、「新カリの学生への期待が大きいた
めやりがいはあると思う」などといった「やり
がい」というキーワードを提示するものが目
立った。
前回の調査時との単純な比較は、対象が異な
るため難しい面もあるが、やはり新しいカリ
キュラムの下での学びの影響なのか、自分の意
思で福祉を専攻しているという動機づけの強さ
が目立った。
このような状況の中、実習前の学生にとって
どのような支援が必要なのか、「福祉を学ぶこ
とのやりがい」に関する分析と「福祉職に就く
意向」に関する分析から検討してみる。
まず、「福祉を学ぶことのやりがい」に関連要
素として示唆されたのが、「福祉職への就職意
向」、「自己尊重」、「生活面」、「規則正しい生
活」、「人間関係面」、「ボランティア」、「情緒面
での安定」、「学習面」、「健康への自信」、「実習
への期待」である。次に「福祉職に就く意向」
では、「実習への期待」「学習面」、「ボランティ
ア」、「自己尊重」、「規則正しい生活」、「生活面」
が関連を示唆されている。
上記の結果から言えることは、ボランティア
経験を積み、大学生活に適応し、人間関係も良
好で、精神的にも身体的にも安定した状態で実
習への準備をすることが重要であるということ
であろう。
いかに学生の実習に向けての動機づけを維
持・向上させるのか、また実習中、学生が動機
づけを保ち、主体的な学びが可能になるための
要件は何か、さらに検討することが必要とな
る。
３．まとめ―学生に対する実習前における支援
のあり方
今回の調査から得られた結果として、やはり
新しいカリキュラムの下での学びの影響なの
か、自分の意思で福祉を専攻しているという動
機づけの強さが目立った。本学における新しい
カリキュラムでは、１　 年次の段階から相談援助
演習や児童福祉論などの福祉の専門科目を履修
できるようになっており、その他の初年次教育
においても、福祉教育でよく行われている自己
覚知に関する学びやキャリア教育などの要素も
入ってきており、大学生活をどのように過ご
し、さらに将来社会人としてどう過ごすのか、
自分の人生について考える機会も多く提供され
ている。そのことから、学生が自身で判断でき
るような環境ができ、実習に向けての動機づけ
の高まりが比較的、維持・向上されているので
はないであろうか。
ボランティア経験を積み、大学生活に適応
し、人間関係も良好で、精神的にも身体的にも
安定した状態で実習への準備をすることが重要
であるということも調査から示唆された。
一方、受け入れ先である施設及び機関の実習
指導者についてみてみると、実習指導者講習会
も開かれ、その際には、新カリキュラムのもと
での実習内容やプログラムの立て方、指導法、
また、スーパービジョンの設定など細かな講習
がなされている。また、送り出す養成校側の実
習担当教員についても要件が課せられており、
講習会も行われている。両方の講習会では、共
同作業としての実習を強く印象付けた内容に
なっている。そういった中、実習の主体である
学生自身の主体的な学びがどのようになされて
いるのかどうか、もう一度検証していくことが
必要となる。
実習に行くまでの学習のあり方や、大学への
適応などについて、個々へのサポートをしてい
くことや、全体としての実習に向けた準備を
行っていくことが不可欠である。質の高い専門
職の養成において、実習のシステムを養成校と
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しても再検討していくことが求められている。
学生への支援のあり方の一つとして、実習中、
実習前後においても、福祉スーパービジョンを
活用する必要があるのではと考える。そもそも
福祉におけるスーパービジョンとは、専門的に
優れた援助者（スーパーバイザー）が、初心者
や問題を抱えた援助者（スーパーバイジー）の
職務能力向上のために行う援助であり、専門家
としての知識・技術を磨くと共に、一個人とし
て、自己成長を図ることを目的としている。
スーパービジョンは、援助者の援助技術と自己
成長をより高めるものであり、困難な仕事にお
ける適切な処理能力を身に付ける教育の場とも
なる。新しいカリキュラムの中では、実習中に
おいて、問題を抱えた実習生に対して、実習先
の指導者や養成校の教員により、このスーパー
ビジョンを行うように講習会の講習内容でも定
められている。これを実習中でなくても、実習
前後においても行えるような仕組みづくりが必
要になってくるであろう。特に実習を前にした
学生においては、実習前の不安に向き合い、そ
れを解消するために何をすべきなのか、また、
実習に向けての動機づけを維持もしくは高める
ためには何が必要であるのかを本人が自覚し、
主体的に実習に取り組めるような場の整備が不
可欠であろう。
いかに学生の実習に向けての動機づけを維
持・向上させるのか、また実習中、学生が動機
付けを保ち、主体的な学びが可能になるための
要件は何か、さらに検討することが必要とな
る。
本研究はあくまで１つの大学における限定的
な調査であるためその点を考慮しなくてはいけ
ないが、今後の課題として、実習後に同じ対象
者で、福祉に関する学びへの意識や福祉職へ就
く意向などを調査するなどの縦断的な研究を続
ける必要があるように思う。そこから実習をめ
ぐる学生への支援のあり方をさらに検討してい
きたい。
附　記
本稿は、２０１０年度における長崎国際大学社会福祉
学科共同研究によって行われた実習に関する研究の
報告の一部である。
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